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1835年ではdS2　・・　一1．5t　1910年で1よd9＝一16”漏樋瓦3’

　二個の孕均をこればd9・・一〇・9こなり，先の推定t一一一’致する

流星雨の出現に近い彗星の出現は837年及び1145年であるから，

流星雨の出現に先んずるこご各々5年及び13年である．かx

る理由は今後の研究に依って解決さるべきものであらう．

（v）結　　　び

　現在この水瓶群の極大は5月3日±2日ご考へられてるる．

　昨一九二九年度に於ては流星諜に於て計叢的に観測をしtzが

充分なる成績を塞げるこごは出來なかつすZ・　（これ等の結果は

天界第九巻102號一昭和四年九月號一471頁に登表してみる・御

塞照を願ふ）

　本年度は最初のベナこ如く月明の影響が全く無く，観測に絶好

の機會である爲，會員の奮起を願って，多敷の観測を集め充分な

研究をこげて見だいS思ふ参考の爲観測計叢の概略を述べる・

　　期　　 間　　　　4月30日よv］5月10日迄

　　時間 午前2時雫より4時に至る1時間雫

　　方向　東天の水瓶座附近

　研究題目の主要なものは

1．輻射鮎の移動確定（軌道の計算）

2．同一流星の實纏路決定

3．　統言十良勺研究

黄道光，附録日照及黄道光帯

　　　（観測せんピする入に）

小　　山　　秋　　雄

　その名は大抵の書物で知られてみる事ご思ふが黄道光を實

際見られた方は案外少いのではないのかご考へられる・北宇球
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にては春ならば夕方西天，秋ならば明け：方東天に，地季線よb

黄道に洛って時にはその尖端天頂にもこゴかうこする，舌状

の淡い憤った光がそれである・流星ご共に肉眼で観察して面凹

い結果の獲られるものであるから，主こして観測せんごされる

入の爲に現在迄黄道光に就いて知られてみる事實を述べて見よ
う．

　1・そ　の　歴　史

　「椰子フ）樹蔭に住んでみる人はピラミッドの如ぐ伸びtz柔な

黄道光ノ）素晴らしい印象を夜毎に受けナこ事であらう，銀河の射

手の星座の様に輝いてみるのを見tこ事がある・アンデスの四千

：米を越へる山頂の乾燥した稀薄な室氣の中からもベネズエラの

ラiノスの草深き廣漠たる準原ででも，さてはタマナの澄み切

った野竹ででもそれを見た・』ご有名な十九世紀初の族行家フン

ボノVトは言ってみるが，かくも著しい現象をカ｝Vデアの忠實な

観測者であった牧入門が見落しさうな筈はないのであるが，記

録ノ）無い所を見るS，或ひは後代の人々もよく思い違ひをして

みた襟に特殊な夕焼だこ思ってゐt3のかも知れない・

　エヂプトの記念碑に三角形で表されてみるものは黄道光だこ

言はれてるるが，ローマのプリニ1やセネカが‘‘Trabes，，なる

語で呼んでみるのは寧ろ極光らしい・

　併し回激徒がコ1ランの庭々に見出される如ぐ『最初の朝』

叉は『狼の尾』なる語で明け方の黄道光を明に認めてみるのは

彼等の宗敏上の儀禮の結果S一見るべきであらう・

　叉メキシコ土着のアズテク族はその高原で四十二引き旧き光

を見たそうであるが，此れが黄道光であったにしても，月の爲に

中断された筈である．

　ティホ・ブラ1へ，ケブンノレ，デカノVト等の古き天文二者も幾

分注意してみずこらしいが，歓洲にて充分確な記録はChildrey

の1661年出版の“：Britania　Baeonia”の下行『敷年間見てみる

事だが，二月前後，夕方の六時頃，tこそがれの光が地ZF線から
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殆んざその蛮を隠しナこ頃，プvヤデスに向って將に坐れん

こする迄突き上って來てるる明瞭な帯がある』が最初のもので

ある．

　併し明確に此れを薄明ご分離し，稽組織立つナこ観測を始めすこ

のは，土星の輪のカシニ溝の登見者のT・D・Cassiniである・

生ればイタソ1であるが，襯測はパリ1の王立天文塁でやって

ゐtzのであって，1683年3月18日，他の観測の途中，此の光に氣

が付き，黄道光ご命名しその後1693年迄観測を績け，自分の太

陽二二の観測ご比較しその二二に言及しナこりしてみる・

　一・・一時は銀河の如く無数の星の集りかご思って望遠鏡で覗いて

見た事があるさうである．

　併しカシニの助手のN．：Fatioが熟心な襯測者であっナこ事は

回り知られてみない・彼はパヲ1を離れてから：更：にジエネバの

近くの私立天文毫で二年間観測し1685年のカシニの登表の主要

なる材料を提供してみる・

　17世紀には敷名の入が，塞げられるが，多ぐは東洋方面の航

海の途上の断片的な記録に過ぎない・自鳥のヒ星の登見者（168

7年）のG．Kirchも此の中の一人である・

　1833年11月12圓より13日にかけて北米を襲つすご彼の驚くべき

流星雨の後に，黄道光熱は盛返したが，流星ご黄道光の間の丁

丁に付いて，何等決定的な結論を見出さなかっtこのである・

　バリ1で行つナこ：E・A・“fatthiessenの二二推による測定が物

理的な観測の端緒ご見られるだらう・

　19世紀の中頃を過ぎるごG．Jones，　E・Heis，」・Schmid七の〕揮

しい名が績いて來る・

　特に米海軍のChaplain　G．　Jonesの軍艦ミシシッピ1號上の

観測は我々にSって興味の深いものである．（彼の浩溝な観測

報告については，天文月報第22巻（1929年）第一號石井理三士の

詳細な紹介を参照せられん事を望む）此の観測報告はペルソ提

督に從って，シンガポーノソを出でて，香港に向ふ途中，1853年4
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月2日の夜よb我國を訪れ翌々年4月21日ニユ1ヨ1クに蹄る迄

341回の彼の観測（内13回は月による黄道光）を含んでみる・観

測地の香港，浦賀，廣束，江戸灘，下田，画館等ご移って行っ

てみるのも興味がある・何等黄道光に肥して先入主なるものを

抱かす，忠實に細大洩さす例外ご思はれる不思議な事迄記述し

てある黙ご，。南北爾野球及東西に亘って観測が及んでみる鮎で

貴：重なものである．その後南米エクアドノンのキトーにて観測を

行つすご様である．

　Heis，　Scl］midtは共にアノソゲランダ1S同時代の攣光星の優れ

tzee筆者であった・Heisは1847年より1875年迄プロシャのAa－

chen及Alttnster　にて観測を績けた．

　それ以後多敷の群々が観測してみるが，重な人はハ1バ1ド

大雪のSearle，ドイツの：K・Graff，スヰスのE・Sehmid及

EBuserであらう・爾光度，スペクトノv，偏光の物理的測定は

B・：Fessenl〈off，　M・T・：Pufay，米E．　A・Fathの努力による．

　2。　眼睨下灘よりの結果

　黄道に近く三ってるるこいふ事は殆んざ疑ひのない事實であ

る・だから緯度の低い土地割地李線この傾向が大で観測に都合

がよい・我國にては，東天は9，月より12月，西天には12月よb6

月頃迄見へるらしい．地至線のよく澄んでみる場所，例へば高

山の頂，海上等の好都合な事は巾すまでもないが，昔より航海

者に多く観測されてるるのは著しい事實である・

a．黄i置．Cの傾き
　黄道光の三等部分の存在してみる面が黄道ご一致してみない

tいふ事は既にカシニの氣付いてみる事で，彼は太陽の赤道面

にあるご言ってみるが，現在迄の多くの観測を整理しtz結果に

よるEそんな大きな傾き（黄道面S太陽赤道’面この角は7’　lst　）

も認められす且少くこも太陽の赤道の位置のみによって黄道光

の位麗が攣じて行くこいつだ事實は認められてみない・そして

不精確であるが敷入の結果によるご，黄道この傾きは3㌧3。2e「
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4。C2。等で昇交貼の黄経は62。，Q？，35。等（太陽赤道面のそれは

74。 j，ヌ太陽系の不興面ご一一致してみるこいふ入もあって，何

等決定的なものはない・叉その傾きが，8月，9月には20nもあ

っtz　Sいふ結果もある．

　併し黄道面より一般に少し北に寄ってみるこいふ事は大体承

認されてるるらしい此の事は南牛球にても確められ，且大氣

の影響ではないのである’此れは黄道光が天球に大門を凹いて

るないのか，叉は太陽の所で堅甲してみるのかも知れない・

　中心線の位置を定めんこするには，輸廓や等光線のスケッチ

の外に別に中心線の位置を定める必要がある．

b．観　　　　　差

　著しき二半のないこいふ事は個々の寓生，記述の外に，エヂ

ブトス1ダソのOmdurman（・▽レツ1ム）ごエ：ヂプトのHeluan

Sに於ける同時観測からも確められた・それによるS，爾露で

その光度には著しき差異を呈するが，黄道：光の星に罫する位置

は攣らす，その尖端が少くSも月の軌道の掌分以上の距離の慮

にあるこいふ事は確である．

c・雨層面の明瞭さ
　朝夕の黄遣光tSも地李線に近い方の縁の境界線が上側の境界

線より常に明瞭である事は大氣の影響であるらしい・

d．大　　き　　さ

　観測には全部黄経，黄緯が使用されてるるが，その頂門の太

陽よbの距離にて通例大きさを示してみて，幅ごしてはその軸

に直角な最長距離を以ってする・此等にE・Heisの1847
年より1875年迄の結果より求めナこものの平均を掲げる．

　　　　　　　　　極　　大　　　　　李　　均　　　　　極　　小

太陽より東一（夕）　　10C，・“0（1k6・。0）　　83．eo（88．el）　　　53∫5（63・“S）

太陽より酉一（朝）　　　94．。5（112e．0）　　66ρ5（87．e1）　　　50．。5（56．”O）

括弧内はII・WeberがPeckehok（白ロシヤ）に於ける1864年

よb1875年の観測であるが，爾者の間に系統的な差が明かに解
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る．幅は30。位である・

　S・Neweombは太陽の南北の部分の光も北緯40。以北の土地

で夏至前後には見られはしないかご思って，（薄明の影響を避け

るすZめに地ZF線より，太陽が18。は下ってみる必要はあるが，

なるべく淺い方がよいから）スウ井ス中部のRothorn峯（2300

米）で1905年7月末に観測し，北：方に署豫期配りの光を認め，且

その光の次第に東方に移動して行くのを認め捻その光は夜寒

には地ZF線上十度に達し最光輝部分は銀河に匹敵しtこさうであ

る・太陽より尖端迄の距離は3soであっtこ．爾一E，：E．：Barnard

（ヤ1キス），：E・A・Fath（リック）近頃ではロシヤのG・Zacharow

敷授が1927年に平野の現象を観測しfこ．極光でも薄明でもない

らしいが，系統的な襯測が必要である・

e・光　　　　度

　一一ueの明るさでなく内部に行く程光輝を増す事は総ての観測

着の認めてみる所で，内部の核ごでもいふべき部：分は殆んご常

に銀河の白鳥一門の星座よb明るぐ，光度計によるご一，二等

級以上も明るい時がある・併し最も長時間に亙る皆既日食の時

にも二野の散光のtこめに見えない．

　普通此の部分の外側にもう一層の淡い光の部分が認められる

が，此の部分の境界は不明瞭で・且附近の他の光の影響を受け

る事特に甚だしく，殊にその頂瓢の精確な観測は困難である・

　同時に観測されても，その場所によって叉かなりの個人差の

ある事も見逃せ澱・星の光をぱ消す事は案外少いらしい・夕方黄

道光の消えて行くのは光そのものの溝型でなぐ西方に沈んで行

くfこめらしい・

f，攣光現象
　その光度が時によって憂るのは多く観測されてるる．次の如

く分ける事ができる．

（1）　圃一夜のこぐ短時聞の間に認められるもので，所謂型

　　　である・此れは面こして地球大氣の状態及眼の戚光性の
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　　　攣化によるものにして，黄道光夫自身の光度の憂化の爲

　　　でないEされてみる・前者こしては町中電氣及大氣の透

　　　明さが畢げられる・ヌ黄道光の如き微光なものは綱膜の

　　　桿状細胞によって光の隅隅が生するのであるが，此の細

　　　胞による感畳は元押攣動し易い性質を有してみるのであ

　　　る．

（2）　先日乃至敷十日目攣動であるが，停り認められてみない

　　　多分（1）ご同等の原因によるものであらう．

（3）　一で，太陽黒鮎，極光等この砲門もJtt
　　　の中に含められるだらうが，材料不足の爲め全然未解決

　　　の問題である・

　以上無理に分類しすご檬であるが，概して光度の愛野は平原に

於てのみ認められて高山等にてはあまり齪測されてるないから

ごうも否定される傾向を有してみる・

　3・　光度計的富生的測定

　黄道光の如き微光にして廣角度のものに封しては，寓眞も大

しtz効果を翠げ得ない・且一夜に短時間しか曝爲ができなく，

叉中央の最も明るい部分しか乾板上に表はれす貧弱なものであ

る．カメラを固定しておくのこ星を追って行くのこの二種類の

撮し方が行はれてるる・

現在にても光度計的測定のまごまったものは少いが，最初試み

ナこ人はM．Wolf（ノ・イデノン・S“ノンヒ

天文皇）でめる・彼の僻案しte

Schitt光度計　（直径37粍の水晶

のコンデンS1・を用みる）による

結果は，その中に線が太陽赤道面

E一致してみすごさうである．

黄 緯
雛角『014 ［8 l12 口6 　　　P20

3427，524，919．4 15．4 正4．0 13．8

3823，821． 6，17．2 t4．1 1；う．⑪ 12．9

4220，618．9 15．4 13．⑪ 12．；～ 12．2

4617，916．5 13．0 12．1 H．5 11．5

5015，614．6 12．6 11． 10．9 10。9：

5413，813．0 11．6 1017 正0．4 10．4

5812．41119 10．8 ［0．2 ［0．0 10，〔

．

併し此の結果は1913年B・Fessenkoff（・＝1スEムドン）の面

光度計による測定ご矛盾する．左表はその結果でλ一（i）は太陽

からの距離，βは黄緯である・星室の明るさを10・OLeごつてある・



214 黄道光，附封日照及黄道光帯

それによるS光の強さの分布は黄道光の中心線に甥稻で，その

中心線は黄道に李行して一度乃至二度北方に位置する・
　Van　Rllijnがウイ　7vソン山で1913年の夏から秋に掛けて夜室

の明るさを面光度計で測定した時に黄道光及封日照の影響が明

白に覆はれてるナこ．彼は黄道光による光は全天に籏ってみて，

新室の総光量の60％に干し，且極光によるらしい地球上の光が

15％を占めてみるから，實三星よりの光は25％に過ぎないご言

ってみる．

　その他断片的な測定があるが，それをまごめるのは非常に困

難である．星の如き鮎像の時には大氣による減光だけの補正を

考へればよいが，黄道光の如ぐ廣ぐ振ってみるものに封しては

更：にアボットの研究による地上よりの光及星よりの光の分散光

星の銀緯に封ずる分布及極光の影響を考へねばならUtからであ

る．

　4．撃墜スペクトル

　微光であるので殆んご不可能であるが，大騰銀灰色，黄自色

等ご言はれてるる・ジョ1ンスは銀河は冷い白色，黄道光は暖

い黄色っぽい色ご涯別してみる・色指敷も殆んざ定める事はで

きない．

　スペク1・ノンも微光のtこめ，眼親的には何れも不確實な結果し

か得られなかつtこ・現在では：E・A・Fathが1909年・“　・vンン山

にて撮ったものが最も信頼される．彼は9．月12日より25日迄13

日間3時過ぎよb4時過ぎ迄，計12時間31：分明拙し，2・2粍の間に

13900よりλ5000泡を示してみる平野を得tz・それによるご，

スペクトノレは蓮績で，強さの：分布や，明かに認められるG，H－K

封の吸斜線の存在より太陽のそれに殆んご同一である事が解っ

た．

　5・偏　　　　光

　1925年」．Dufhyの測定によるご太陽よりの距離が60。の個所

が最も張く偏光し，その量は15％である・（偏光面は黄道面）
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看れは日光の分散光の存在を明示してみる・彼は稀薄な氣体で

はなく光の波長に比して無覗できない程の大きさを有する粒子

の集團によるのであらうご言ってみる・

　6．　月Eの關係

　新月の前後数日間は見えてみる．明るい遊星の影響も

考へねばならat．

　ジョ1ンスは例の日本への航海の際に，『月による黄道光』

なるものを初めて登面してみる．それは宵，東天に月の上るその

　直前著しく季べつたいが，普蓮の黄道光に類似しアこ光が黄道

上に見られtz　S言ってみるのである・そしてその光は大氣の月

光の爲に照らされたものこは全然趣を異にしてみるご前後十三

回観てみるが，大部分「江月濁」に於てである・他に見te人も

あるが，此れは封日照ではなかつナこのかご言ふ入もある．下弦

の二，三日繭が都合がよいさうである．注意を要する．

　爾黄道光ご全然關係のないご思はれる現象が混って現はれる

事がある様であるが，後に述べる・

天文同好會観測部月報

観溺部流星課　　　一月報告

　課長小難孝二郎
一九三〇年一月に於ける流星槻測の報告者は次の通りである．

槻測：者
符客圏測地 時間撒 個藪槻測者

暑
符 槻　測　地 晦間飯 個敏｝

一
…　　r

小園孝二鄭 Ko 津山市 50 16荒木再見 Ar 岡由縣玉島 120 8

原田恭太目 Ha 大分市 240 33長嶺　末造 Na 横須賀軍港 875 9

田中　鐵馬 Ta 縞岡縣筥崎 408 13古畑　正秋 H：u 長塁，f縣岡谷 60 12

山崎　幸夫 Ya 大阪府龍華 105 14宮澤　堂 Mz 朝鮮開城 22（ 6

総観測時敷　　2078分 1徳観担口固敷　　　111個


